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●
 ＡＳＥＡＮの航空貨物
　
ＡＳＥＡＮ諸国 なかで随一の
経済力を誇るシンガポールは、航空貨物輸送が活発である。海に囲まれたＡＳＥＡＮは輸送費用が低廉な海上輸送が中心であるなかで、経済の成熟したシンガポール は高価格な品目がＡＳＥＡＮ最大の
ハブ空港であるチャンギ空港から航空輸送されている。
 
　
二〇一四年におけるＡＳＥＡＮ
各国の国際・国内航空貨物取扱量を図１に示す。国際取扱量はシンガポールが最も多く、タイ、マレーシアと続く一方で、低開発国であるカンボジアとミャンマーはごくわずかである。航空輸送は主に高価格な品目を輸送することから国際航空貨物取扱量は国の経済力を少なからず反映したものといえよう。 内取扱量はインドネシが最大である。島嶼国で国土が東西に広いインドネシアは、国内貨物と国際貨物の取扱量がほぼ同じという珍しい国である。同じく島嶼国であるフィリピンも量が比較的多い。国土が南北に長いベトナムがそれに続 ている。国土の地理的条件が国内航空貨物取扱量に関係していると える。
　
主要六カ国間相互の航空輸送金
額について、二〇一四年の状況を表１に示す。シンガポールは、ベトナムをのぞき、輸出・輸入共に国間に大きな差がなく ＡＳＥＡＮ域内の主要な航空貨物 送国となっている。シンガポールにとってマレーシアは国境が隣接 る唯一の国であり、陸上輸送のシェアが高いものの、両 の貿易は活発なことから航空輸送金額も大きい。ベトナム 場合 輸入 シンガポールが一番多いが、 出はマレーシアが多くなっている。ＡＳＥＡＮ域内で航空輸送されている代表的な品目は電子管・半導体・電気機器（
electronic valves, 
tubes, sem
iconductors and other 
electronic com
ponents ）であり、
どこの国間でも高いシェアを占めている。
??
? ??
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●
 シンガポールの航空貨物輸送金額と取扱量
　
シンガポールは世界中 多くの
国とオープンスカイ協定を締結しているだけでなく、ＡＳＥＡＮ域内の航空自由化もシンガポールの主導によって進められている。都市国家のシンガポールにとって、制限のない自由な環境下 おける航空輸送システムは国家の生命線といっても過言ではなく、航空貨物輸送は海上貨物輸送と並んでシンガポールの貿易 主軸を担っている。　
シンガポールの二〇〇〇年から
二〇一四年の国際航空貨物の推移を輸送金額（図２）と取扱量（図３）で示す。図２ 輸送金額 推移をみると、二〇〇八年九月に発生したリーマンショックによって二〇〇九年に大きく減少しているものの、二〇一〇年には回復した。その後、二 一一年から年まで輸出は横ばいで推移し 輸入は緩やかに増加している。　
次に図３の取扱量の推移をみる
と、二〇〇九年に大きく落ち込んでいるのは図２と同じであるものの、二〇〇三年に発生した重症急性呼吸器症候群（ＳＡＲＳ）の影響と思われる減少もみられる。ま
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図 1　ASEAN各国の国際・国内航空貨物取扱量（2014 年）
（注） 1）ラオス、ブルネイはデータなし。
 2）国名後の数字は、国際あるいは国内航空貨物輸送実績のある空港数。
 3） 国内航空貨物取扱量は同一貨物を出発と到着で 2 回カウントしている
ため、各空港の合計値を半分に割った数値を表示。
（出所）参考文献②より筆者作成。
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た、輸出は二〇〇六年がピークであり、その後は伸びていない。さらに、輸入が輸出を上回っており、二〇〇七年以降にその差が拡大している。取扱量で 入が輸出を上回る理由として 加工貿易立国であるシンガポールにおいて、輸入貨物は材料や部品が中心であり輸出貨物よりも金額あたり重量が重いことが考えられる。これは、輸出貨物の単価が輸入貨物よりも高いことを意味してお 、図２において 金額が輸入金額を常に上回って ることと整合している。●
 チャンギ空港
　
チャンギ空港の管理者はチャン
ギエアポートグループ（
C
hangi 
A
irport G
roup ）である。旅客ター
ミナルビルおよび航空貨物センター（
A
irfreight C
enter ）を一括して
管理している。二〇〇九年に、シガポール航空当局であるＣＡＡＳ（C
iv
il A
v
iation
 A
u
th
ority
 of 
Singapore ）からグループ会社とし
て独立した。シンガポール政府投資会社であるテマセク・ホー ディングス （
T
em
asek H
oldings ）
が一〇〇％出資 ている。　
チャンギ空港は、シンガポール
空軍基地のあるシンガポール島の東端に建設されたものであり、一九八一年に開港した。一九九〇年に第二ターミナル、二 八年に第三ターミナルが共用開始された。二〇〇六年三月にＬＣＣ（
L
ow
-
C
ost C
arriers ）専用のバジェッ
トターミナルが開業したが二〇一
二年九月に閉鎖され、その跡地に第四ターミナルを建設中であり二〇一七年に開港予定である。航空貨物センターは一九八五年から運用されている。三つの旅客ターミナルと航空貨物センターは南北方向の二本の平行滑走路の間に位置しており、航空貨物センターは北側に立地している。　
チャンギ空港は、国家プロジェ
クトとして現空港を大拡張する「C
hangi E
ast 」を公表している。
敷地面積が一六六七ヘクタールのところ、海側である空港東部一〇八〇ヘクタール拡張するものであり、軍専用の第三滑走路を民間航空に開放する計画 。大規模な第五ターミナルや工業団地の建設も計画されてい 。　
図４にチャンギ空港の貨物取扱
量および旅客数の推移を示 。世界の航空需要に大きな影響を与えた二〇〇一年 アメリカ同時多発テロ、 三年のＳＡＲＳ、二〇〇九年のリーマンショックの際、チャンギ空港でも旅客数は一時的に減少し も 、そ 後は順調に増加している。その 方で、貨物取扱量は 六 をピ クに二〇〇九年以外は大きく変動していない。旅客数と貨物量の変動
が異なる理由のひとつとして、旅客はＬＣＣの台頭によって需要が伸び続けてい もの 、ＬＣＣの多くはＡ３２０やＢ７３７のようなナロウボディ機を用いているためベリースペース 狭く、コンテナやパレットなどのＵ Ｄ（
U
nit 
L
oad D
evices ）を使いにくいこと
が挙げられる。ＵＬＤが使えないと破損が生じ すく、温度管理のような品質管理も難しくなるため、運べる品目 限定さ てしまうのである。　
図３で示した輸出と輸入を合わ
せたシンガポールの合計貨物取扱量の推移と、図４の同期間のチャンギ空港の貨物取扱量を比較すると、各年において概ね八〇～一〇〇万ト （四五～五五％）も 差がある。これは、チャンギ空港において約半分がトランジット貨物であることを意味している。参考までに、同様の比較をバンコクのスワンナプーム空港でしたところ、空港取扱量は 輸出 輸入 合計した貨物取扱量から三〇～五〇万トン（二五～二八％）の差で多かった。データの誤差はあるにしても、チャ ギ のトランジット貨物の割合は高いことがわかる。　
ここで、チャンギ空港の航空貨
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図２　シンガポールの国際航空貨物輸送金額の推移
（出所）参考文献①。
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図３　シンガポールの国際航空貨物取扱量の推移
（出所）図２と同じ。
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物センターの整備状況および運用状況について概観する。航空貨物センターは四七ヘクタールの面積を有し、年間三〇〇万トンの貨物を取扱可能である。貨物 ハンドリングは、ＳＡＴＳ（
Singapore 
A
irport T
erm
inal Services ）とデ
ィナータ（
dnata ）に業務委託し
ている。 スイスポート （
Sw
issport ）
が入っていた時期もあったが既に撤退し ＳＡＴＳはシンガポー ル航空の子会社だったが二〇〇九年に独立した。ディナータはエミレーツ航空の子会社であり、チャンギ空港ではＣＩＡＳ（C
h
an
g
i In
tern
ation
al A
irp
ort 
Services ）を買収して運営してい
る。貨物取扱量の割合は、概ねＳＡＴＳが八割で残り二割がディナ
ータとなっている。　
航空貨物センターには八つのタ
ーミナルがあり、ＳＡＴＳは六つのターミナルを運用し 申請手続はすべて電子化されている。一般貨物に使われているのは輸出用のＴ５と輸入用のＴ６で る。Ｔ５とＴ６は内部でつながっており、トランジット貨物はＴ６からＴ５へ直接移される。Ｔ６内でＵＬＤを航空機から降ろした後、移動する作業は自動化されている。面積約八〇〇〇平方メートルのＴ２は、二〇一 年から
C
ool P
ort
として運用されている。品目のニーズに合わせ、マイナス二八度ら一八度まで複数の温度に設定された倉庫が備えられており、化学薬品を中心に生鮮食品 青果物・花卉などの保管に利用さ いる。このＳＡＴＳ
C
ool P
ort
とディ
ナータの運用する生鮮品ハンドリング施設（二〇一三年運用開始。面積約一四〇〇平方メートル）の二つの温度管理倉庫が、チャンギ空港における航空貨物ハンドリングの特徴といえる。また、金 ダイヤモンド、ワイ などの高価格貨物のハンドリング・保 に用いる専用倉庫（二〇一〇年運用開始。面積約二万二〇〇〇平方メート
ル）もＳＡＴＳにより運用されている。　
航空貨物センター内にある他の
ターミナルのひとつは
A
irm
ail タ
ーミナルであり、近年は郵便物りも小包の取扱が中心である。もうひとつの
M
ulti T
enanted W
are-
house and O
ffi  ces
は中小企業向
けに利用されている。　
二〇〇三年に運用開始されたロ
ジスティクスパー ク（
A
irport 
L
ogistics P
ark ）が、航空貨物セ
ンターに隣接している。二六ヘクタールの面積を有す保税エリアであり、日本通運、ＵＰＳ、ＳＤＶ、K
uehne +
 N
agel 、
D
B
 Schenker 、
E
xpeditors
などのグローバルロ
ジスティクス企業だけでなく、ファイザーなどの製薬・医療関係企業、ヒューレット・パッカードどの電気・電子関連企業、ボーイング、エアバス、エンブラエル、ロールスロイスなどの航空関連業など、多く グローバル企業が入居している。　
また、チャンギ空港を東南アジ
アのハブと位置づけているＤＨＬとＴＮＴは、航空貨物センターの入口付近 立地条件の良い場所で専用ターミナルを運用 る。F
edE
x
もロジスティクスパーク
に隣接した専用ター ミナルを二〇一三年に開業している。このように、チャンギ空港はグローバル・インテグレーターの重要な拠点として位置づけられている。●
 シンガポール航空カーゴ
　
航空貨物輸送には航空会社の輸
送能力も関係する。ＡＳＥＡＮで国際航空貨物取扱量が多いのはシンガポール、マレーシア、タ であり、各国のフラッグキャリアであるシ 航空、マレーシア航空、タイ航空が、その多くを担ってい 。ただし、二〇一六年一月現在、貨物専用機であるフレイター（
freighter ）を所有してい
るＡＳＥＡＮ域内の航空会社はシンガポール航空とマレーシア空の二社のみである。タイ は二〇一五年五月にそれまで所有していたフレイター二機を売却しフレイター事業から撤退した。ＡＳＥＡＮ諸国にとって、アメリカは主要な航空貨物輸送相手国である。しかし、北東アジア諸国にとってもそれは同様であり、香港空港や仁川空港の取扱量が多いのは、北米ルートの航空貨物需要が旺盛なためである。東南アジアは地理的に北米から遠く北東アジアの空
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図４　チャンギ空港の貨物取扱量と旅客数の推移
（出所）図 1 と同じ。
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港を経由せざるを得ないことや、それゆえにトランジット貨物の集約も難しいことから、フレイターを活用するニーズが小さいのである。　
シンガポー ル航空カー ゴ
（
Singapore A
irlines C
argo ）は、
シンガポール航空一〇〇％出資の子会社として、二〇〇一年に独立した。以下、筆者が二〇 五年八月にシンガポール航空カーゴに対して実施したイ タビュー調査の
内容をまとめる。　
自社フレイターの運航
とシンガポール航空グループ会社のベリースペースの運用が主たる業務である。最大で二〇〇六年の一六機、二〇〇八年途中までは一四機のフレイターを所有していたが、二〇〇八年 原油価格高騰後、所有機を減らしている。 一五 八月現在で八機のＢ７４７─４００Ｆを所有している。フレイターの運航費用に占める燃油代の割合が五〇～六〇％と非常に高いことが、所有機を減らした主たる理由である。
　
シンガポール航空カーゴは、シ
ンガポール航空のベリースペースを運用しており、これはシンガポール航空からみれば貨物業務のアウトソーシ グになる。シンガポール航空はグループ会社を ①長距離フルサ ビス：シンガポール航空、②長距離ロ コスト：スクート（
Scoot ） （ノックスクート
〈
N
okScoot 〉 ） 、③リージョナルフ
ルサー ビス：シルクエア（
Silk 
A
ir ） 、④リージョナルローコス
ト：タイガ エア（
T
igerair ）と
ブランドを分類している。これらのグループ会社全体で貨物マネジメントを最適化するため、シルクエア、スクー 、ノックスクートのベリースペースの運用も二〇一五年から始めている。シルクエアの所有機はナロウボディ機のみでＵＬＤは使えないことから、ばら積み貨物を取り扱っている。　
シンガポール航空グループ会社
の貨物をシンガポール航空カーゴが一括して取り扱うことにより、航空貨物窓口の一本化や各社ルートの活用などのシナジー効果がある。輸送料金は市場調査とイールドマネジメントで決め お 、フレイターとベリーの違いによる料金差はない。速達品、医薬品、動
物、航空エンジンなどの輸送に注力しており、 航空貨物運送状（
A
ir 
W
aybill ）の電子化（
e-A
W
B
）も
迅速に進め いる。　
シンガポール航空の国際航空貨
物取扱量は、二〇〇九年以降は停滞している。ヨーロッパやインドの発着貨物が、旅客輸送と同様、ここ数年で中東の航空会社に取って代わられて まったことが一因である。低料金のため対抗するのは難しいのが実情である。●
 おわりに
　
ＡＳＥＡＮ諸国のなかで、シン
ガポールの航空貨物取扱量および輸送金額が多い理由と 、高い経済力とそれにともなう荷主の運賃負担力がまず挙げられる。 かし、それだけでなく、拠点 港の機能や航空会社の戦略も同様に重要なことが、チャンギ空港やシンガポール航空カーゴの事例からわかる。チャンギ空港は、東南アジアを代表する貨物ハブ 港として、その戦略を明確に打ち出している。著名なグローバルロジスティクス企業、グローバル・インテグレーターが拠点としており、ＡＳＥＡＮ域内における優位性は揺るぎない。一方、シンガポール航空カー
ゴは、ＡＳＥＡＮ域外の航空会社に対する競争力強化が求められている。　
本稿では、航空貨物輸送貿易を
示す単位として、取扱量と輸送金額の両者を比較し、推移が異なることを明らかにした。高価格で軽量な貨物を輸送する航空輸送であるから そ、この点は重要であり、航空貨物の輸送状況を理解するには、取扱量だけでなく 金額もみることが望ましい。また、ハブ空港の航空貨物取扱量にはトランジット貨物が含まれていることにも注意が必要で 分析目的によって利用するデータを使い分けるとが肝要である。（はなおか
　
しんや／東京工業大
学環境・社会理工学院准教授）《参考文献》①
 花岡伸也・松田琢磨「シンガポールの航空貨物輸送の実態」 （池上寬編『アジアの航空貨物輸送と空港』 、アジア経済研究所、二〇一七年（予定） ） 。
②
 A
irports C
ouncil International 
(A
C
I), A
C
I A
n
n
u
al W
orld 
A
irport T
raffic R
eport, 2001~
 
2015.
特集：シンガポールの航空貨物輸送
表 1　ASEAN主要国間の相互輸送金額（2014 年）
輸入国
シンガポール マレーシア タイ インドネシア フィリピン ベトナム
輸出国
シンガポール 1,555 1,943 1,175 944 689 
マレーシア 1,379 730 440 276 262 
タイ 1,202 586 540 229 259 
インドネシア 1,900 385 245 119 75 
フィリピン 1,330 224 197 59 25 
ベトナム 191 294 71 142 36 
（出所）図２と同じ。
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